
　
十
二
月
十
二
日

　
七
時
半
起
床
。
今
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
正
月
番
組
の
Ｔ
Ｖ
撮
影
が
世
田
谷
村
に

入
る
の
で
、
三
時
間
程
時
間
を
取
ら
れ
る
。
八
時
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ッ
フ
来
る
。

す
ぐ
に
取
材
開
始
。
十
一
時
半
迄
か
な
り
み
っ
ち
り
や
る
。
家
内
も
九
時
迄

取
材
に
付
き
合
う
。
午
後
の
取
材
は
家
内
に
任
せ
る
。
十
二
時
新
宿
西
口
で

森
川
よ
り
図
面
を
受
け
取
り
、
羽
田
へ
。
四
時
半
Ａ
Ｎ
Ａ
　
便
で
福
岡
へ
。

福
岡
は
小
雨
ら
し
い
。
十
六
時
過
福
岡
空
港
着
。
忍
田
さ
ん
空
港
ま
で
迎
え

に
来
て
下
さ
る
。
御
主
人
の
会
社
、
　
カ
ン
サ
イ
が
空
港
の
近
く
で
、
そ
の

一
室
で
打
合
わ
せ
。
ま
だ
ま
だ
細
か
い
と
こ
ろ
は
つ
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
大
筋
で
、
辿
り
着
い
た
今
回
の
案
で
　
と
言
う
事
に
な
っ
た
。
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
、
私
も
嬉
し
い
。
住
宅
設
計
の
ダ
イ
ゴ
味
だ
ね
。

忍
田
邸
は
私
の
建
築
の
中
で
は
、
再
び
言
う
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
し

た
い
。
十
九
時
前
、
や
ま
中
で
夕
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
る
。
や
ま
中
は
磯
崎

さ
ん
に
良
く
連
れ
て
き
て
頂
い
た
寿
司
屋
で
や
っ
ぱ
り
、
上
味
い
。
オ
ヤ
ジ

も
覚
え
て
い
て
、
磯
崎
さ
ん
の
話
を
仕
切
り
に
し
た
。
ま
だ
酒
が
飲
め
る
状

態
で
は
な
か
っ
た
が
、
フ
グ
刺
、
白
子
焼
、
最
後
の
イ
カ
が
良
か
っ
た
。
二

〇
時
過
大
満
足
で
喰
ベ
終
る
。
酒
は
呑
ま
ず
と
も
少
し
寿
司
に
酔
っ
た
。
酒

は
舌
を
し
び
れ
さ
せ
て
い
る
だ
け
か
も
知
れ
ん
な
。
し
か
し
、
口
惜
し
い
。

少
し
飲
み
た
か
っ
た
が
、
頭
に
大
き
な
傷
を
負
っ
て
、
ま
だ
ホ
ッ
チ
キ
ス
止

め
も
全
部
抜
け
て
い
な
い
の
に
飲
ん
だ
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
自
滅
で
あ
る

と
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。
手
負
い
の
建
築
家
は
辛
い
の
だ
。
八
時
半
福

岡
空
港
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
く
。
研
究
室
に
電
話
し
て
森
川
と
明
日
の
聖
徳

寺
現
場
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
。
安
藤
の
高
山
邸
作
業
の
進
行
を
確
認
す

る
。
明
日
は
早
朝
五
時
半
に
世
田
谷
村
発
と
い
う
事
に
な
る
、
又
、
今
夜
は

羽
田
に
着
い
た
ら
深
夜
研
究
室
に
寄
っ
て
安
藤
の
作
業
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
事

に
な
っ
た
。
酒
を
呑
ま
ぬ
と
、
異
常
な
事
も
平
気
で
出
来
る
。
し
か
し
、
チ

ョ
ッ
と
や
り
過
ぎ
で
は
あ
る
が
、
仕
方
な
い
。
今
は
良
い
仕
事
が
出
来
る
条

件
が
整
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
。
帰
り
の
機
内
で
、
川
合
隼
雄
、
中
沢
新
一
の

「
仏
教
が
好
き
」
読
む
。
二
十
二
時
四
〇
分
降
下
開
始
。
二
十
三
時
十
分
前

羽
田
空
港
着
。
二
十
四
時
三
〇
分
研
究
室
。
安
藤
担
当
高
山
邸
を
見
る
。
二

時
前
修
了
。
世
田
谷
村
へ
戻
る
。
二
時
半
。
三
時
迄
Ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
連
載
の
ゲ
ラ

に
手
を
入
れ
る
。

　
十
二
月
十
三
日

　
五
時
十
五
分
起
床
。
全
く
眠
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
る
。

五
時
半
森
川
世
田
谷
村
来
。
富
士
ヶ
嶺
聖
徳
寺
現
場
へ
。
薄
闇
の
中
に
富
士

山
が
ニ
ョ
キ
ッ
と
見
え
て
い
る
。
中
央
高
速
を
走
り
、
途
中
、
国
民
休
暇
村

で
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ
。
国
民
の
味
で
あ
っ
た
。
八
時
過
現
場
。
ガ
ラ
ス
の
納

め
方
を
森
川
に
指
示
。
工
事
は
上
手
く
い
っ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
を
ギ
ク
シ
ャ

ク
納
め
て
、
宝
石
状
の
光
を
得
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
富
士
山
、
南
ア
ル
プ

ス
、
北
ア
ル
プ
ス
が
一
望
の
許
で
あ
っ
た
。
こ
こ
の
冬
の
風
景
は
良
い
。
森

川
を
現
場
に
残
し
九
時
前
、
現
場
発
。
十
時
三
〇
分
杏
林
大
学
病
院
着
。
十

一
時
過
検
診
。
頭
に
残
る
最
後
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
二
ヶ
取
り
除
く
。
も
う
風
呂

に
入
っ
て
良
い
と
の
事
。
頭
の
外
傷
に
関
し
て
は
、
も
う
来
な
く
て
良
い
と

の
事
で
あ
る
。
十
三
時
過
研
究
室
。
室
内
原
稿
書
く
。
書
き
終
わ
っ
た
ら
室

内
の
長
井
が
来
室
。
何
か
示
し
合
わ
せ
た
よ
う
な
感
じ
だ
。
初
回
は
前
口
上

と
な
っ
た
。
十
七
時
上
海
よ
り
登
混
艶
氏
、
Ａ
＆
Ｖ
馬
衒
東
氏
、
藤
森
研
白

さ
ん
来
室
。
明
後
日
上
海
で
お
目
に
か
か
る
人
物
で
あ
る
。
上
海
で
の
レ
ク

チ
ャ
ー
の
準
備
を
し
て
、
十
八
時
三
〇
分
高
山
夫
妻
と
子
供
二
人
来
室
。
一
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回
目
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
安
藤
も
少
し
役
に
立
つ
様
に
な
っ
た
。
小

さ
な
模
型
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
。
立
体
コ
ー
ト
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。
二
十

時
頃
修
了
。
ひ
ろ
し
ま
ハ
ウ
ス
の
モ
デ
ル
を
見
た
い
と
言
う
の
で
、
説
明
す

る
。
二
十
二
時
前
、
世
田
谷
村
に
戻
る
。
今
日
は
良
い
天
気
の
一
日
で
あ
っ

た
。
昨
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
は
わ
ざ
わ
ざ
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
選
ん

だ
よ
う
だ
。

　
十
二
月
十
四
日
　
日
曜
日

　
六
時
起
床
。
上
海
の
た
め
の
荷
作
り
。
朝
食
。
七
時
二
〇
分
、
安
藤
、
車

で
来
て
、
指
扇
の
現
場
へ
。
八
時
過
ア
ッ
と
い
う
間
に
現
場
着
。
森
田
兼
次

さ
ん
が
、
す
で
に
来
て
待
っ
て
い
た
。
森
田
さ
ん
と
仕
上
げ
の
打
合
わ
せ
。

達
人
は
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
付
く
の
で
手
が
抜
け
な
い
。
内
、
外
共
に
入

念
に
見
て
廻
り
、
諸
々
の
打
開
策
を
指
示
す
る
。
今
、
研
究
室
で
は
四
つ
の

住
宅
の
現
場
が
仕
上
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
指
扇
の
モ
ノ
が
頭
一
つ
抜
け

て
い
る
。
問
題
は
多
い
が
、
内
外
共
に
独
特
で
あ
る
。
吉
坂
隆
正
の
ヴ
ィ

ラ
・
ク
ー
ク
の
木
造
版
か
な
。
藤
森
照
信
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
て
、
ワ
ザ
ワ

ザ
、
遠
く
か
ら
大
径
の
栗
を
運
ん
で
き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
。
こ
こ
し
ば
ら
く

の
石
山
研
の
住
宅
で
は
良
い
。
自
慢
し
た
い
。
生
命
力
が
あ
る
。
太
目
の
木

を
製
材
せ
ず
に
使
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
十
九
時
半
新
宿
、
本
八
幡
を

経
て
Ｎ
Ｒ
Ｔ
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
。
只
今
待
合
ロ
ビ
ー
に
辿
り
着
い
て
休
ん
で

い
る
。
三
〇
分
「
仏
教
が
好
き
」
読
も
う
。
十
九
時
前
離
陸
。
二
十
一
時
過

上
海
着
。
地
上
気
温
三
度
Ｃ
と
い
う
か
ら
少
し
寒
い
な
。
李
祖
原
が
空
港
ま

で
来
て
く
れ
て
い
た
。
小
さ
な
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
早
速
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会

場
の
登
先
生
の
倉
庫
改
造
の
ス
タ
ジ
オ
の
下
見
を
す
る
。
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
走

り
、
辿
り
着
く
。
上
海
は
東
京
よ
り
も
人
口
が
あ
っ
て
、
今
は
千
六
百
万
人

位
。
年
々
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。
と
て
も
歩
い
て
廻
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で

は
な
い
。
ス
タ
ジ
オ
会
場
は
大
き
く
て
、
日
本
で
は
と
て
も
得
ら
れ
ぬ
よ
う

な
と
こ
ろ
。
昨
日
東
京
で
会
っ
た
登
さ
ん
に
も
再
会
す
る
。
三
部
屋
程
を
借

り
て
、
教
室
、
及
び
作
業
場
と
す
る
。
明
朝
、
ま
わ
り
の
状
況
は
見
る
事
と

し
て
、
一
時
間
程
で
同
済
大
学
専
家
服
務
中
心
、
つ
ま
り
宿
舎
へ
。
三
階
三

一
三
を
割
り
当
て
ら
れ
る
。
少
し
古
い
け
れ
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
立
派
な

も
の
だ
。
頭
に
裂
傷
を
負
っ
て
、
約
十
日
振
り
位
に
、
頭
を
洗
う
。
良
く
ア

ワ
の
立
た
ぬ
シ
ャ
ン
プ
ー
で
あ
っ
た
が
気
持
良
か
っ
た
。
シ
ャ
ワ
ー
は
急
に

熱
湯
が
吹
き
出
た
り
で
危
い
も
の
だ
っ
た
が
、
何
と
か
や
れ
る
だ
ろ
う
。
ぜ

い
た
く
は
言
え
な
い
。
十
二
時
過
よ
う
や
く
、
く
つ
ろ
い
で
二
十
五
日
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
再
考
す
る
。
一
時
四
十
五
分
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
組
み
立

て
直
し
終
る
。
ハ
ー
ド
だ
が
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
な
り
そ
う
だ
。
チ

ョ
ッ
と
凄
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
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